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室
町
時
代
物
語

『

さ
さ
や
き
竹』
は
、
こ
れ
自
体
長
編
と
短
編
の
二

種
類
が
あ
る
が
、
ほ
か
に
仏
教
説
話
や
昔
話
、
他
国
の
民
話
な
ど
に
類

話
が
見
ら
れ
、
お
伽
草
子
の
中
に
お
い
て
は
破
戒
僧
の
失
敗
談

(

笑
い

話)

と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
物
語
の
構
成
は
、
姫
の
申
し
子
譚
、

関
白
と
の
恋
愛
譚
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
破
戒
僧

｢

西
光
坊｣

の

｢

さ
さ
や
き
竹｣

と
い
う
小
道
具
を
使
っ
た
策
略
の
失
敗
談
が
、
物

語
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
実
際
、『
さ

さ
や
き
竹』

の
成
立
以
前
の
類
話
で
あ
る
仏
教
説
話
は
、
こ
の
僧
の
失

敗
談
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仏
教
説
話
と
の
決
定
的
な
違

い
は
、
浅
は
か
な
欲
を
持
っ
て
虚
示
現
を
試
み
た
名
も
な
い
老
僧
、
も

し
く
は
若
い
僧
が
、
散
々
な
目
に
あ
い
、
そ
れ
を
戒
め
る
言
葉
と
、
女

の
信
仰
の
徳
で
話
が
終
わ
る
仏
教
説
話
に
対
し
、『

さ
さ
や
き
竹』

で

は
、
僧
が
か
な
り
の
力
と
名
を
持
つ
鞍
馬
の
高
僧
で
、
そ
の
策
略
の
た

め
に
殺
さ
れ
た
挙
句
、
後
に
山
の
神
に
な
り
、
一
帯
の
地
名

｢

僧
正
が

谷｣

の
由
来
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
所
に
あ
る
。
こ
の
仏
教
説
話
か
ら
大

き
く
膨
ら
ん
だ
僧
の
人
物
像
に
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
、
そ
れ

に
つ
い
て
少
し
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

一
、
鞍
馬
と
西
光
坊

ま
ず
鞍
馬
の
僧
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
仏
教
説
話

『

沙
石

集』

の
類
話
の
最
後
に
、｢

鞍
馬
ノ
老
僧
モ
、
ソ
ラ
示
現
ノ
故
ニ
坊
ヲ

モ
牛
ニ
皆
踏
破
ラ
レ
ニ
ケ
ル
事
、
思
合
セ
ラ
ル
。
常
ノ
物
語
ナ
レ
バ
、

委
ク
是
ヲ
カ
ゝ
ズ
。｣

と
あ
り
、『

沙
石
集』

が
書
か
れ
た
鎌
倉
時
代
に

は
、
鞍
馬
の
老
僧
の
失
敗
談
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
同
じ
著
者
に
よ
っ
て
こ
の
後
に
書
か
れ
た

『

雑
談
集』

に
は
、
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そ
の
鞍
馬
の
老
僧
が
登
場
す
る

｢

常
ノ
物
語｣

と
思
わ
れ
る
類
話
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

昔
、
さ
る
高
貴
な
方
の
子
孫
で
あ
っ
た
が
貧
し
い
姫
君
が
い
た
。

乳
母
を
連
れ
て
鞍
馬
に
参
詣
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
房
主
の
僧
正
が

そ
の
美
し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
る
。
何
と
か
し
て
姫
君
に
近
づ
こ
う

と
し
た
老
僧
は
、
大
層
な
装
束
を
身
に
つ
け
、
紫
の
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
金
の
杖
を
つ
い
て
変
装
し
、
厨
子
の
帳
か
ら
出
て
く
る
と
寝
て

い
る
乳
母
と
姫
君
を
起
こ
し
、
房
主
の
言
う
こ
と
を
聞
け
ば
、
姫

君
は
栄
え
る
で
あ
ろ
う
と
告
げ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
乳
母
は
神
の

お
告
げ
と
信
じ
、
先
に
房
に
帰
っ
て
待
っ
て
い
た
老
僧
に
示
現
の

内
容
を
告
げ
る
。
す
る
と
老
僧
は
、
姫
君
を
時
々
自
分
の
元
に
通

わ
せ
る
よ
う
に
伝
え
た
。
乳
母
は
意
外
な
申
し
出
に
戸
惑
っ
た
が
、

こ
れ
も
お
告
げ
で
あ
る
と
渋
る
姫
君
を
説
得
し
、
老
僧
が
迎
え
に

く
る
と
い
う
約
束
を
し
た
。

老
僧
は
、
輿
車
で
は
大
げ
さ
に
な
る
の
で
唐
櫃
を
用
意
し
、
仏

像
を
運
ぶ
と
偽
っ
て
隣
の
房
の
法
師
た
ち
を
迎
え
に
や
っ
た
。
櫃

を
見
た
姫
君
は
泣
き
伏
す
が
、
乳
母
に
な
だ
め
ら
れ
て
連
れ
て
行

か
れ
る
。
夏
の
暑
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、
法
師
た
ち
は
休
憩
の
た

め
唐
櫃
を
道
に
置
き
、
賀
茂
川
で
水
浴
び
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
賀
茂
に
参
詣
し
て
い
た
摂
政
の
子
で
二
位
の

中
将
と
い
う
人
が
通
り
か
か
り
、
唐
櫃
に
入
れ
ら
れ
た
姫
君
を
発

見
す
る
。
賀
茂
の
利
生
だ
と
喜
ん
だ
中
将
は
姫
を
連
れ
帰
る
こ
と

に
し
、
何
で
も
よ
い
の
で
代
わ
り
に
何
か
入
れ
て
お
け
と
言
わ
れ

た
雑
色
た
ち
は
、
近
く
に
い
た
子
牛
を
捕
ら
え
て
唐
櫃
に
入
れ
て

お
く
。
何
も
知
ら
な
い
法
師
た
ち
は
重
く
な
っ
た
こ
と
を
不
思
議

に
思
い
つ
つ
も
、
そ
の
ま
ま
鞍
馬
へ
運
ぶ
。
老
僧
が
唐
櫃
を
開
け

る
と
子
牛
が
飛
び
出
し
て
糞
を
散
ら
し
、
障
子
を
皆
踏
み
破
っ
て

散
々
な
目
に
あ
っ
た
。
乳
母
と
姫
君
は
信
心
深
か
っ
た
お
か
げ
で
、

富
み
栄
え
た
。

こ
の

『

雑
談
集』

の
話
は
、
小
道
具

｢

さ
さ
や
き
竹｣

こ
そ
出
て
こ

な
い
が
、『

さ
さ
や
き
竹』

の
あ
ら
す
じ
に
か
な
り
近
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
の
で
、『

さ
さ
や
き
竹』

執
筆
の
際
に
こ
れ
が
大
き
く
影
響
し

た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
中
野
真
麻
理
氏

(

注
１)

は
こ
れ
に
加
え
て
、
鞍

馬
寺
周
辺
が
古
来
宮
牛
の
飼
育
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
の

牛
と
姫
が
入
れ
替
わ
る
話
は
鞍
馬
周
辺
が
源
流
で
は
な
い
か
、
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
と
、
こ
の

『

さ
さ
や
き
竹』

が
舞
台
を
鞍
馬
寺
に
設
定
さ
れ
た
の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

次
に
、｢
西
光
坊｣

と
い
う
老
僧
の
名
前
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ

の
名
前
か
ら
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
須
田
悦
生
氏

(

注
２)

な
ど
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に
よ
り
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
牛
若
丸
が
鞍
馬
寺
に
預
け

ら
れ
た
際
に
置
か
れ
た

｢

東
光
坊｣

と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
牛
若
丸
を

鞍
馬
に
預
け
る
い
き
さ
つ
が
描
か
れ
た
幸
若
舞
の｢

常
盤
問
答｣

で
は
、

こ
こ
の
別
当
で
あ
る
東
光
坊
が
、
牛
若
丸
の
母
の
常
盤
が
山
に
登
る
こ

と
に
つ
い
て
、
常
盤
と
激
論
を
交
わ
す
。
東
光
坊
は
釈
迦
が
出
家
し
て

か
ら
の
足
跡
を
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
に
女
人
を
容
認
す
る
文
は
な

い
し
、
本
国
の
山
に
女
人
を
迎
え
た
と
こ
ろ
も
な
い
、
と
女
人
禁
制
の

立
場
か
ら
厳
し
く
常
盤
を
戒
め
る
。
し
か
し
常
盤
は
、
釈
迦
が
昔
太
子

で
あ
っ
た
時
に
妻
帯
し
て
お
り
、
子
供
も
い
た
こ
と
を
持
ち
出
し
て
こ

れ
に
反
論
す
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
一
方

『

さ
さ
や
き
竹』

の
西
光
坊
は
、
こ
の
常
盤
と
同
様
に
、
釈
迦
が
昔
妻
帯
し
て
い
た
こ
と

を
持
ち
出
し
て
、
姫
を
鞍
馬
寺
に
迎
え
て
一
夜
の
契
り
を
持
つ
こ
と
の

言
い
訳
と
す
る
の
で
あ
る
。
常
盤
を
思
い
留
ま
ら
せ
る
の
に
必
死
の
東

光
坊
と
、
姫
を
迎
え
る
の
に
必
死
の
西
光
坊
、
二
人
の
対
照
的
な
部
分

が
こ
の
命
名
に
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
西
光
坊
は
東
光
坊
の
パ
ロ
デ
ィ
的
要
素
を
持
つ
も
の
で
あ
る

と
も
い
え
る
。

二
、
慈
恵
僧
正
と
西
光
坊

次
に
、『

さ
さ
や
き
竹』

に
お
い
て
、
西
光
坊
が

｢

僧
正
が
谷｣

の

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
西
光
坊
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。｢

僧
正
が
谷｣

と
い
え
ば
、
牛
若
丸
が
天
狗
か
ら

兵
法
を
習
っ
た
場
所
と
し
て
特
に
有
名
で
あ
る
が
、
で
は
ほ
か
に
こ
の

地
名
の
由
来
と
な
っ
た
話
が
あ
る
の
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
貞
享
元
年
の

『

雍
州
府
志』

の
鞍
馬
寺
の
項
の
中
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

又
此
ノ
山
ノ
西
北
ニ
有
リ二

僧
正
谷
一

山
門
慈
恵
僧
正
為
レ

魔
ト

�
トニ

斯

谷
ニ一

云
フ

こ
れ
に
よ
る
と
、｢

僧
正
が
谷｣

の
名
は
、｢

慈
恵
僧
正｣

と
い
う
人
物

が
魔
と
な
っ
て
こ
の
谷
に
住
ん
だ
こ
と
に
よ
る
ら
し
い
。
こ
の
他
慶
長

二
十
年
〜
元
和
五
年
の
間
に
書
か
れ
た
日
重
上
人
に
よ
る

『

見
聞
愚
案

記』

巻
六
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
更
に
江
戸
時
代
初
期

『

本

朝
神
社
考』

に
は
、｢

僧
正
カ
谷｣

の
項
に
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
載

せ
る
。我

邦
自
レ

古
称
ス
ル

二

天
狗
ト一

者
多
シ

矣
。
皆
靈
鬼
ノ

之
中
其
ノ

較
著
ナ
ル

者
ヲ

。

相
称
メ

曰
二

天
狗
ト一

。
是
レ

非
ス二

蚩
尤
旗
星
ノ

之
義
ニ一

也
。
其
ノ

類
中
。
鞍

馬
僧
正
ヲ

為
ス二

巨
魁
ト一

。(

略)

又
沙
門
ノ

之
。
有
二

慢
心
及
ヒ

�
怒
一

者
。

多
ク

入
ル二

天
狗
ノ

之
中
ニ一

。(

略)

慈
恵
ハ

者
。
著
メ二

甲
冑
ヲ一

。
攻
二
メ

三
井
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寺
ヲ一

。
焼
二
ク

千
手
院
ヲ一

。

こ
こ
で
は
、
こ
の
鞍
馬
の
僧
正
は
か
な
り
有
名
な
天
狗
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
け
て
記
述
さ
れ
る
天
狗
と
な
っ
た
人
々

の
中
に
慈
恵
僧
正
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
武
装
し
て
三
井
寺
の
千
手
院

を
焼
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
慈
恵
僧
正
が

｢

僧
正
が
谷｣

の
由

来
と
な
っ
た
の
な
ら
ば
、『
さ
さ
や
き
竹』

の
西
光
坊
は
こ
の
慈
恵
僧

正
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
こ
の
二
人
に
接
点
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
慈
恵
僧
正
の
人
物
像
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

慈
恵
僧
正
は
、
名
を
良
源
と
い
い
、
康
保
三
年

(

九
六
六
年)

天
台

座
主
と
な
っ
た
、
比
叡
山
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た

藤
原
師
輔
の
息
子
を
弟
子
と
し
、
権
力
と
結
び
つ
い
て
山
の
繁
栄
を
築

い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
詳
し
い
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
以
下
に

『

東
國
高
僧
伝』

の
説
明
を
挙
げ
る
。

大
師
諱
良
源
。
慈
慧
其
諡
號
也
。
姓
木
津
。
近
州
人
。
母
物
氏
。

夢
二

日
光
入
懐
而
生
。
九
歳
戯
二

於
田
野
一

。
空
中
有
二

瑞
雲
一

。
覆
二

其
頂
一

。
閣
老
貞
行
公
。
見
而
異
レ

之
。
謂
二

其
父
曰
一

。
此
兒
非
二

凡
器
一

也
。
善
保
レ

之
。
年
十
二
。
上
二

台
山
一

。
師
二

事
理
仙
公
一

。

及
レ

長
登
壇
受
具
。
或
誦
戒
經
一

。
光
從
レ

口
出
。
周
遊
二

諸
處
一

。

稟
レ

顯
密
二
教
。
博
學
之
名
轟
二

人
耳
一

。
嘗
赴
二

維
摩
會
一

。
有
二

昭

法
師
者
一

。
南
都
之
義
龍
也
。
且�

臘
倶
高
。
源
方
年
少
。
與
レ

之

問
辯
。
旨
趣
幽
深
。
人
皆
嘆
服
。
應
和
三
年
。
帝
召
二

諸
名�

一

。

開
二

法
華
會
於�

涼
殿
一

。
有
二

藏
法
師
一

。
立
二

定
性
二
乘
不
成
佛

之
義
一

。
詞
甚
鋭
無
二

能
挫
者
一

。
源
擧
二

衆
生
皆
成
佛
之
旨
一

。
與
レ

之
對
辯
。
往
復
不
レ

已
。
藏
曰
。
更
深
且
止
。
明
ナ
バ

當
レ

抉
二

其
理

窟
一

。
翌
日
源
詞
鋒
益
熾
。
藏
無
レ

言
。
源
曰
。
昨
有
二

抉
レ

窟
之

言
一

。
今
何
不
レ

爾
。
藏
曰
。
子
之
才
辯
不
レ

滅
富
樓
那
一

。
豈
拙
者

所
二

能
當
一

耶
。
於
レ

是
滿
朝
嘆
羨
。
康
保
三
年
。
補
二

天
台
座
主
一

。

二
十
年
間
。
百
廢
倶
擧
。
天
元
四
年
。
爲
二

大
僧
正
一

。
毎
レ

進
二

皇

宮
。
聽
レ

坐
二

車
駕
一

。
永
觀
三
年
正
月
初
三
日
。
誦
レ

佛
而
逝
。
春

秋
七
十
有
四
矣
。
時
有
二

紫
雲
一

垂
二

庭
際
一

。(

以
下
略)

こ
の
慈
恵
僧
正
に
つ
い
て
、
生
前
特
に
彼
の
名
を
有
名
に
し
た
の
が
、

俗
に

｢

応
和
の
宗
論｣

と
言
わ
れ
る
応
和
三
年
の
法
華
講
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は

『

本
朝
高
僧
傳』

そ
の
他
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、『

法

華
經
直
談
鈔』

に
お
い
て
も

｢

應
和
宗
論
之
事｣

と
し
て
、
南
都
松
室

仲
算
と
良
源
の
宗
論
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
か
な
り
有
名
な
論
争
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
興
味
深
い
説
話
が
残
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
元
禄
十
年
の

『

延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔』

の
巻
九
の
四
十

｢

牛
王
身
ノ
相
并
慈
恵
渡
鴨
川
ヲ
地
蔵
変
玉
フ
水
牛
ト
縁｣

と
い
う
話

で
あ
る
。
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人
王
六
十
二
代
村
上
天
皇
ノ
御
宇
應
和
元
年
年
代
記
ニ
ハ

三
年
ト
ア
リ

ニ
天
台
法

相
ノ
碩
学
ヲ
召
テ
宗
論
ア
リ
シ
ニ
慈
慧
僧
正
ハ
比
叡
山
西
坂
ヲ
下

リ
松
ノ
邉
ニ
車
ヲ
儲
サ
セ
テ
下
洛
シ
玉
フ
ニ
鴨
河
ノ
水
漲
リ
出
デ

逆
浪
岸
ヲ
浸
シ
范
范
タ
リ
牛
童
轅
ヲ
扣
ヘ
如
何
ト
立
タ
ル
ト
コ
ロ

ニ
慈
慧
心
中
ニ
地
藏
ヲ
念
ジ
玉
ヘ
ハ
忽
チ
水
牛
一
頭
水
中
ヨ
リ
游

ギ
出
テ
車
ノ
前
ニ
ゾ
喘
ケ
ル
僧
正
此
ノ
牛
ニ
車
ヲ
掛
替
テ
水
中
ヲ

渡
セ
ト
仰
ケ
ル
ニ
牛
童
命
ニ
随
ッ
テ
水
牛
ニ
車
ヲ
カ
ケ
一
鞭
ヲ
當

ケ
レ
バ
飛
ガ
如
ク
走
リ
出
デ
車
ノ
轅
ヲ
モ
濡
サ
ズ
浪
ノ
上
三
千
餘

町
ヲ
游
ギ
ア
ガ
リ
内
裏
ノ
陽
明
門
ノ
前
ニ
テ
水
牛
ハ
掻
消
ヤ
ウ
ニ

失
ケ
リ
ト
是
地
藏
菩
薩
牛
王
身
示
現
ノ
證
ナ
リ

こ
れ
は
宗
論
前
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に『

太
平
記』

に
は
こ
れ
に
続
け
て
、
宗
論
を
聞
い
て
い
た
慈
恵
僧
正
の
牛
車
の
牛
が

流
し
て
い
た
涎
は
芳
し
い
香
り
が
し
て
、
そ
れ
が
一
首
の
歌
に
な
っ
た

と
い
う
話
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
よ
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
こ
こ
に
慈
恵
僧
正
と
牛
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
。
更

に
こ
れ
ら
の
話
の
中
で
水
牛
が
現
れ
た
場
所
と
さ
れ
て
い
る
賀
茂
川
の

ほ
と
り
は
、『

さ
さ
や
き
竹』

に
最
も
あ
ら
す
じ
が
近
い
仏
教
説
話

『

雑
談
集』

で
、
姫
と
牛
が
入
れ
替
わ
る
場
所
で
あ
る
点
に
注
意
し
た

い
。ま

た

『

さ
さ
や
き
竹』

の
冒
頭
は
、｢

抑
、
人
皇
六
十
二
代
の
帝
の

御
時｣

と
い
う
文
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
始
ま
り
は
、『

延
命
地

蔵
菩
薩
経
直
談
鈔』

の
こ
の
説
話
に
共
通
し
て
い
る
。『

さ
さ
や
き
竹』

に
出
て
く
る
登
場
人
物
は
す
べ
て
室
町
期
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
指
摘

は
、
中
野
真
麻
理
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず

『

さ
さ
や
き
竹』

が
村
上
天
皇
の
時
代
と
設
定
し
て
い
る

の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、
村
上
天
皇
の
時
代
に
活
躍
し
た
こ
の
慈
恵
僧

正
の
説
話
が
裏
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
慈
恵
僧
正
は

｢

才
辯
不
滅
富
樓
那｣

で
有
名
だ
っ
た
ら
し
い
が
、『

さ
さ
や
き
竹』

の

西
光
坊
も

｢

富
樓
那
の
辯
舌
に
も
す
ぐ
れ
た
る
法
師｣

だ
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
西
光
坊
が
祈
っ
て
い
た
不
動
明
王
に
つ
い
て
は
、
慈
恵
僧
正
も

こ
れ
を
信
仰
し
、
自
分
が
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
楞
厳
院
に
像
を
造
っ

て
わ
ざ
わ
ざ
祀
っ
て
い
る
。『

沙
石
集』

巻
第
一
の
三

｢

出
離
ヲ
神
明

ニ
祈
事｣

に
は
、｢

村
上
ノ
御
宇｣

と
し
て
、
慈
恵
僧
正
が
祈
祷
の
際

に
、
不
動
明
王
に
変
じ
て
い
る
説
話
を
載
せ
る
。

村
上
ノ
御
宇
ノ
事
ニ
ヤ
。
内
裏
ニ
テ
五
壇
法
修
セ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
、

慈
惠
僧
正
ハ
中
壇
ノ
阿
闍
梨
ニ
テ
オ
ワ
シ
ケ
ル
ガ
、
御
門
竊
ニ
御

覧
ジ
ケ
ル
ニ
、
行
法
ノ
中
ニ
不
動
ニ
成
テ
、
本
尊
ニ
少
シ
モ
タ
ガ

ヒ
給
ハ
ズ
。

更
に

『

法
華
經
直
談
鈔』

巻
五
の
十
三

｢

慈
恵
護
摩
之
事｣

に
は
、
慈
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恵
僧
正
が
、
不
動
明
王
の
夢
告
に
よ
っ
て
天
台
座
主
に
な
る
こ
と
を
決

意
し
た
話
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
て
も
、
西
光
坊
に
慈
恵
僧

正
が
投
影
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
慈
恵
僧
正
と
鞍
馬
寺

で
は
、
こ
の
慈
恵
僧
正
と
鞍
馬
寺
に
は
何
か
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
。

次
に
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

慈
恵
僧
正
は
そ
の
業
績
や
行
力
を
讃
え
る
逸
話
と
と
も
に
、
気
性
の

激
し
さ
や
魔
と
な
っ
た
こ
と
を
語
る
説
話
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

『

本
朝
神
社
考』

に
あ
る
三
井
寺
の
記
述
も
、
彼
の
時
代
に
三
井
寺

(

寺
門
派)

と
の
対
立
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と

り
わ
け
往
生
せ
ず
山
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
話
は
、
山
門
や
対
立
し
て

い
た
寺
門
派
の
両
方
で
語
ら
れ
て
お
り
、
死
後
天
狗
に
な
っ
た
と
い
う

説
も

『

宝
物
集』

や

『

比
良
山
古
人
霊
託』

、『

太
平
記』

な
ど
に
見
ら

れ
、
よ
く
知
ら
れ
た
説
で
あ
っ
た
。
五
来
重
氏

(

注
３)

は

『

寺
社
縁
起
か
ら
お

伽
話
へ』

の
中
で
、｢

比
叡
山
で
は
元
三
大
師
は
つ
ね
に
山
を
め
ぐ
り

あ
る
い
て
、
怠
惰
な
僧
徒
に
天
罰
を
あ
た
え
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
良
源
が
死
後
は
魔
王
身
と
な
っ
て
衆
生
の
生
死
の
魔
怨
を
の
ぞ

き
、
邪
魅
災
難
を
払
う
誓
願
を
た
て
た
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
肯
定
派
に
見
ら
れ
る
こ
の｢

慈
恵
＝
魔
王
身｣

の
説
の
中
心
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
若
林

晴
子
氏

(

注
４)

が
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
講
式
や
画
賛
に
お
い
て
慈
恵
僧
正
の

魔
の
大
将
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
く
つ
か
に

は

｢

現
作
魔
王
身｣

と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
否
定
派
の

｢

慈
恵
＝
魔
王
身｣

の
説
は
、『

宝
物
集』

に

お
い
て
、｢

延
暦
寺
に
執
着
し
て
金
の
天
狗
と
な
っ
た｣

と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
慈
恵
僧
正
の
そ
の
気
性
の
激
し
さ
か
ら
く
る
比
叡
山
や

権
力
へ
の
執
着
故
に
、
い
わ
ゆ
る
人
々
に
災
い
を
為
す
魔
と
な
っ
た
と

い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
に
つ
い
て
は

『

今
昔
物
語
集』

に

お
い
て
も
、｢

良
源
僧
正
、
成
霊
来
観
音
院
伏
余
慶
僧
正
語｣

と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
み
残
る
説
話
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
他
の
説

話
類
か
ら
内
容
を
考
察
さ
れ
た
松
田
宣
史
氏

(

注
５)

に
よ
る
と
、
死
後
怨
霊
と

な
っ
た
良
源
が
、
生
前
に
恨
ん
で
い
た
余
慶
を
取
り
殺
し
に
来
る
話
で

あ
る
ら
し
い
。
若
林
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
否
定
的
な
慈
恵
僧
正
の
魔
王

の
イ
メ
ー
ジ
に
対
抗
し
て
、
肯
定
的
な
魔
王
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
き
て

定
着
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
魔
と
な
っ
た
西
光
坊

が
、
後
に
山
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
く
状
況
に
似
て
い
る
。

さ
て
こ
の

｢

魔
王｣

に
関
し
て
で
あ
る
が
、
鞍
馬
寺
に
は
僧
正
が
谷

の
さ
ら
に
先
に

｢

魔
王
尊｣

を
祀
る
奥
の
院
が
あ
り
、
こ
の
魔
王
尊
が

牛
若
丸
に
兵
法
を
授
け
た
天
狗
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
奥
の
院

の
魔
王
尊
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
魔
障
を
征
服
し
屈
服
さ
せ
て
、
善
魔
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に
転
向
さ
せ
る
大
王
で
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
魔
王
身
と
な
っ

た
慈
恵
僧
正
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『

本
朝
神
社

考』

に
お
い
て
、
天
狗
と
な
っ
た
慈
恵
僧
正
の
振
る
舞
い
の
中
で

｢

著

甲
冑｣

と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
が
、
慈
恵
僧
正
が
座
主
の
時
に
僧
兵
を

つ
く
っ
た
と
い
う
説
は
中
世
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、

『

太
平
記』

に
お
い
て
も

｢
慈
恵
僧
正
貫
頂
た
る
の
後
、
忍
辱
の
衣
の

上
に
、
魔
障
降
伏
の
秋
の
霜
を
帯
ぶ
。｣

と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
き
、
魔
王
身
に
な
っ
た
と
さ
れ
た
慈
恵
僧
正
が
鞍

馬
の
僧
正
坊
と
結
び
つ
く
要
素
は
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
先
ほ
ど
述
べ
た
慈
恵
僧
正
が
楞
厳
院
に
不
動
尊
を
建
立
し
た

と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
楞
厳
院
に
は
元
々
は
観
音
と
毘

沙
門
天
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
慈
恵
僧
正
が
不
動
尊
を
加
え
て
、
変
則

的
な
三
尊
並
立
に
し
た
た
め
に
、
こ
れ
以
後
各
地
で
こ
の
三
尊
の
形
が

と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
観
音
と
毘
沙
門
天
の
二
つ
が

安
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鞍
馬
寺
も
同
様
で
あ
る
。
鞍
馬
寺
の
創
設
に

つ
い
て
は
、『

今
昔
物
語
集』

の
ほ
か

『

鞍
馬
蓋
寺
縁
起』

な
ど
に
も

記
さ
れ
る
が
、
次
の

『

拾
遺
往
生
伝』

巻
下
二
に
も
、
こ
れ
ら
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
を
載
せ
て
い
る
。

鞍
馬
の
根
本
別
当
峰
延
は
、
東
寺
の
十
禅
師
な
り
。
こ
こ
に
造

東
寺
長
官
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
伊
勢
人
常
に
願
ひ
て
曰
く
、
争
で

か
勝
地
を
得
て
、
道
場
を
建
立
し
、
観
音
の
像
を
安
ん
ぜ
む
と
い

ふ
。
時
に
夢
み
ら
く
、
城
の
北
に
一
の
深
山
あ
り
。
こ
の
裏
に
て

一
の
老
人
に
逢
ふ
。
齢
八
十
強
に
し
て
、
鬢
髪
�
々
た
り
。
即
ち

相
示
し
て
曰
く
、
こ
の
地
の
勝
、
天
下
に
甲
れ
た
り
。
山
は
三
鈷

に
似
て
、
雲
は
五
色
を
乗
ふ
。
汝
仏
堂
を
建
て
て
、
自
他
を
利
益

せ
よ
と
い
ふ
。
伊
勢
人
問
ひ
て
曰
く
、
公
を
誰
何
と
か
な
す
と
い

ふ
。
答
へ
て
云
は
く
、
王
城
の
鎮
守
、
貴
船
明
神
な
り
。
汝
の
道

心
に
感
ず
る
が
故
に
、
来
り
告
ぐ
る
と
こ
ろ
な
り
と
の
た
ま
へ
り
。

こ
の
夢
あ
り
し
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
そ
の
処
を
知
ら
ず
。
常
に

騎
り
用
ゐ
た
る
白
馬
あ
り
。
鞍
を
被
き
て
謂
ひ
て
曰
く
、
昔
後
漢

の
明
帝
、
夢
に
金
人
を
見
し
が
、
摩
騰
・
竺
蘭
、
聖
教
を
白
馬
に

載
せ
て
、
西
域
よ
り
来
り
け
り
。
汝
ま
た
吾
が
夢
に
感
じ
て
、
必

ず
そ
の
地
を
示
せ
、
云
々
と
い
ふ
。
即
ち
白
馬
を
放
ち
て
、
従
ふ

に
青
童
を
も
て
す
。
漸
く
に
北
山
の
上
に
到
り
て
、
已
に
緑
萱
の

中
に
駐
り
ぬ
。
童
子
帰
り
て
告
ぐ
。
主
人
行
き
望
み
て
、
こ
の
地

を
廻
り
見
る
に
、
昔
の
夢
に
異
ら
ず
。
そ
の
萱
草
の
中
に
、
毘
沙

門
天
の
像
を
見
得
つ
。
始
め
て
一
堂
を
建
て
て
、
件
の
像
を
安
置

せ
り
。
故
に
鞍
馬
寺
と
号
づ
く
る
は
蓋
こ
れ
な
り
。
伊
勢
人
常
に

思
へ
ら
く
、
吾
、
観
音
の
像
を
造
り
奉
ら
む
の
願
あ
り
て
、
今
毘

沙
門
天
の
像
を
安
ゑ
た
り
。
尚
素
意
に
あ
ら
ず
と
お
も
え
り
。
こ

の
時
夢
み
ら
く
、
一
の
童
子
あ
り
、
年
十
五
、
六
ば
か
り
な
り
。
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告
げ
て
云
は
く
、
汝
当
に
観
音
と
多
聞
と
は
、
名
異
に
し
て
体
同

じ
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
譬
へ
ば
般
若
と
法
花
と
は
、
名
と
体

と
異
同
な
る
が
ご
と
し
と
い
へ
り
。
夢
の
後
に
こ
れ
を
信
じ
た
り
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
鞍
馬
寺
は
、
藤
原
伊
勢
人
が
観
音
を
奉
ろ
う
と

し
て
よ
い
場
所
を
探
し
た
が
、
霊
夢
に
よ
っ
て
見
つ
け
た
場
所
に
は
毘

沙
門
天
が
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
毘
沙
門
天
を
祀
り
、
後
に
観
音
も
祀
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
経
緯
を
持
つ
。
加
え
て
僧
正
が
谷
に
は
不
動
尊
が

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
は
別
に
、
慈
恵
僧
正
が
往
生
し
た
そ

の
時
、
鞍
馬
に
参
詣
し
て
い
た
人
が
台
山
に
紫
気
が
上
る
の
を
み
て
、

慈
恵
僧
正
が
往
生
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
、
と
い
う
記
述
も

『

後
拾
遺

往
生
伝』

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
鞍
馬
寺
と
慈
恵
僧
正

が
結
び
つ
く
可
能
性
は
あ
り
、
こ
の

『

さ
さ
や
き
竹』
の
西
光
坊
が
慈

恵
僧
正
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、

こ
の
地
名
由
来
譚
は
、
鞍
馬
の
大
天
狗
僧
正
坊
の
誕
生
譚
、
も
し
く
は

高
僧
が
な
ぜ
天
狗
に
な
っ
た
の
か
を
語
る
物
語
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
西
光
坊
と
御
菩
薩
池

次
に
、
別
の
角
度
か
ら
西
光
坊
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
先
ほ
ど

『

雑

談
集』

で
姫
と
牛
が
入
れ
替
わ
る
場
所
が
賀
茂
川
の
ほ
と
り
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
こ
の

『

雑
談
集』

は
先
述
し
た
と
お

り

『

さ
さ
や
き
竹』

に
最
も
あ
ら
す
じ
が
近
く
、『

さ
さ
や
き
竹』

成

立
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、『

さ
さ
や
き
竹』

に
お
い
て
は
、
姫
と
牛
が
入
れ
替
わ
る
場
所

は

｢

御
菩
薩
池
の
あ
た
り｣

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
六
地

蔵
の
ひ
と
つ
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
ら
し
い
の
だ
が
、
こ
こ
に
一
体
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

『

延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔』

に
は

｢

山
州
洛
外
六
地
蔵
菩
薩｣

の

中
で
、｢

一
番
御
菩
薩
池
地
蔵
尊
、
二
番
山
科
地
蔵
尊
…

(

中
略)

六

番
太
秦
地
蔵
尊｣

と
し
て
挙
げ
た
上
に
、
更
に

｢

此
六
地
蔵
ハ
小
野
篁

ノ
雕
刻
ニ
ソ
本
ハ
伏
見
太
善
寺
ニ
安
置
ス
是
ニ
由
テ
此
所
ヲ
六
地
蔵
ト

云
其
ノ
後
平
ノ
清
盛
公
右
ノ
六
所
ニ
配
立
シ
ヌ
厥
後
西
光
法
師
七
月
廿

四
ニ
順
礼
ヲ
始
メ
玉
フ
ト
ナ
ン
具
ニ
ハ
前
ニ
註
ス｣

と
加
え
て
あ
る
。

こ
の

｢

具
ニ
ハ
前
ニ
註
ス｣

の
部
分
、
巻
三
の
四
十
三
に
よ
る
と
、
こ

の
六
地
蔵
は
昔
小
野
篁
が
閻
王
の
勅
を
受
け
、
自
ら
地
蔵
像
六
体
を
造
っ

て
太
善
寺
に
安
置
し
て
い
た
。
そ
の
後
文
徳
天
皇
が
七
月
二
十
四
日
に

宝
殿
を
造
る
な
ど
し
て
手
厚
く
も
て
な
し
、
更
に
陽
成
、
村
上
、
白
河

天
皇
も
こ
れ
を
尊
ん
だ
。
そ
し
て
後
一
条
天
皇
の
時
代
に
疫
病
が
は
や
っ

た
際
、
祈
陀
林
寺
の
仁
康
法
師
の
夢
に
地
蔵
が
異
僧
の
姿
で
現
れ
、
人
々

に
六
地
蔵
に
礼
拝
す
れ
ば
疫
病
は
お
さ
ま
る
と
伝
え
る
よ
う
告
げ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
六
地
蔵
に
礼
拝
す
る
と
、
疫
病
は
止
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ん
だ
と
あ
る
。
更
に
続
け
て
、
こ
こ
か
ら
に
注
目
し
て
欲
し
い
の
だ
が
、

保
元
二
年
後
白
河
天
皇
の
時
、
平
清
盛
が
地
蔵
の
霊
威
を
人
民
に
礼
偈

し
て
欲
し
く
思
い
、
地
蔵
を
前
述
し
た
六
ヶ
所
に
分
け
て
置
き
、
太
善

寺
の
あ
っ
た
村
を
六
地
蔵
村
と
名
付
け
た
。
そ
の
後
西
光
法
師
が
七
月

二
十
四
日
か
ら
六
地
蔵
巡
礼
を
始
め
、
人
々
に
勧
め
た
。
そ
れ
か
ら
人
々

も
こ
れ
に
習
っ
て
巡
礼
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

時
代
が
下
っ
た
地
誌
で
は
あ
る
が
、『

洛
陽
十
二
社
靈
驗
記』

の

｢

美
曾
呂
池
地
蔵｣

の
項
に
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
述
べ

て
あ
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
挙
げ
る
。

地
蔵
靈
驗
記
に
云
大
相
國
入
道
清
盛

兵
亂
の
程
の
罪
障
消
滅
を
欲

せ
ら
る
ゝ
よ
り
願
心
起
り
て
元
來
地
藏
は
道
路
に
誓
あ
れ
ば
都
に

入
路
六
方
に
在
ま
す
に
往
來
の
者
の
結
縁
と
も
爲
ぬ
べ
し
利
濟
普

く
遠
路
の
難
を
除
き
海
路
の
危
き
を
救
ひ
國
家
を
守
り
給
へ
と
城

門
の
六
の
巷
に
各
堂
を
立
て

(

中
略)

篁
の
木
像
は
兵
亂
を
經
て

所
々
に
散
し
失
た
り
し
を
右
の
時
に
清
盛
入
道
志
願
を
起
し
て
地

藏
の
石
像
造
立
し
其
所
々
に
安
置
す
る
事
を
西
光
法
師
に
司
ど
ら

し
め
た
り
し
な
る
べ
し
毎
年
七
月
二
十
四
日
當
國
の
男
女
其
六
所

當
村

鳥
羽

常
盤

桂

六
地
藏

山
科
を
巡
詣
す
る
を
六

地
藏
巡
り
と
い
ふ
又
一
説
に
往
昔
同
所
の
池
中
よ
り
地
藏
菩
薩
出

現
し
給
へ
り
し
を
即
同
村
の
中
に
安
置
す
六
地
藏
の
隨
一
な
り
此

故
を
以
て
御
菩
薩
池
の
稱
あ
る
な
り
と
い
へ
り

こ
れ
に
よ
る
と
、
平
清
盛
が
西
光
法
師
に
六
地
蔵
の
石
像
を
そ
れ
ぞ
れ

六
ヶ
所
に
安
置
さ
せ
た
。
御
菩
薩
池
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
し
か
も
池

の
中
か
ら
地
蔵
菩
薩
が
出
現
し
た
最
も
霊
験
あ
ら
た
か
な
場
所
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
平
清
盛
が
命
じ
た
と
い
う
点

で
あ
る
。『

古
今
著
聞
集』

巻
二
の

｢

慈
心
房
尊
惠
閻
魔
王
の
崛
請
に

依
り
て
法
華
經
轉
讀
の
事｣

と
い
う
話
の
中
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
興
味

深
い
記
述
が
あ
る
。
攝
津
国
清
澄
寺
の
慈
心
房
尊
恵
が
、
閻
魔
王
か
ら

法
華
十
万
部
の
転
読
に
招
待
さ
れ
る
の
だ
が
、
帰
る
前
に
閻
魔
王
に
次

の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

攝
津
國
に
往
生
の
地
五
ヵ
所
あ
り
。
清
澄
寺
そ
の
う
ち
な
り
、

汝
順
次
往
生
疑
ふ
事
な
か
れ
、
太
政
入
道
清
盛
は
慈
惠
僧
正
化
身

也
、
敬
禮
慈
惠
大
僧
正
、
天
台
佛
法
擁
護
者
、
か
く
唱
へ
給
て
、

す
み
や
か
に
本
國
に
歸
て
、
往
生
の
業
を
は
げ
む
べ
し

同
様
の
話
は

『

平
家
物
語』

で
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
ま
た
慈
恵
僧

正
が
関
連
す
る
。
慈
恵
僧
正
の
化
身
が
平
清
盛
で
、
そ
の
清
盛
が
西
光

法
師
に
命
じ
て
御
菩
薩
池
に
六
地
蔵
を
置
か
せ
る
の
で
あ
る
。『

さ
さ

や
き
竹』

に
お
い
て
姫
と
牛
が
入
れ
替
わ
る
場
所
が
こ
の
御
菩
薩
池
な
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の
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。
更
に
こ
の
御
菩
薩
池
に
は
、『

さ
さ
や
き
竹』

の
姫
君
の
誕
生
と
よ
く
似
た
子
宝
祈
願
の
説
話
も
残
っ
て
い
る
こ
と
が

『

洛
陽
十
二
社
靈
驗
記』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
慈
恵
僧
正
が
助
け
ら
れ

た
牛
は
地
蔵
菩
薩
の
化
身
で
あ
っ
た
し
、
清
盛
が
命
じ
た
僧
の
名
は
西

光
法
師
な
の
で
あ
る
。
こ
の
西
光
法
師
は
色
々
と
策
略
を
め
ぐ
ら
し
た

挙
句
清
盛
に
捕
ら
え
ら
れ
、
そ
の
場
で
清
盛
を
嘲
っ
た
た
め
体
を
引
き

裂
か
れ
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
策
略
と
口
が
災
い
し
て
酷

い
最
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
点
で
西
光
坊
と
重
な
る
。
そ
し
て

『

平
治
物
語』

に
は
、
こ
の
西
光
法
師
が
出
家
前
、
仕
え
て
い
た
信
西

を
仲
間
と
共
に
土
に
埋
め
た
際
、
竹
の
節
を
抜
い
た
も
の
を
息
継
ぎ
の

た
め
に
用
い
て
挿
し
て
お
い
た
と
い
う
話
も
残
る
。
こ
れ
ら
の
設
定
が

西
光
坊
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
様
々
な
説
話
を
元
に
、『

さ
さ
や
き
竹』

に
お
け
る
西
光
坊

の
人
物
像
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
西
光
坊

と
牛
や
地
名
な
ど
を
繋
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
に
よ
り
深
い
背
景
が
あ

る
こ
と
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
今
後
更
に
こ
れ
ら
を
一
つ

一
つ
紐
解
い
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

注

注
１

中
野
真
麻
理

｢

鞍
馬
の
黒
牛
�『

さ
さ
や
き
竹』

攷｣
(『

説
話
論
集』

第
五
集
、
清
文
堂
出
版
、
平
成
八
年)

注
２

須
田
悦
生

｢

中
世
小
説

『

さ
さ
や
き
竹』

を
め
ぐ
る
諸
問
題｣

(『

静
岡

国
文
学』

昭
和
五
十
二
年)

注
３

五
来
重

『

寺
社
縁
起
か
ら
お
伽
話
へ』

(

角
川
書
店
、
平
成
七
年)

注
４

若
林
晴
子

｢

中
世
に
お
け
る
慈
恵
大
師
信
仰
�
魔
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心

に
�｣

(『

芸
能
の
中
世』

五
味
文
彦
編
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
二
年)

注
５

松
田
宣
史

｢『

今
昔
物
語
集』

巻
第
二
十

｢

良
源
僧
正
、
成
霊
来
観
音
院

伏
余
慶
僧
正
語
第
八｣

本
文
考
�
叡
山
文
庫
蔵

『

依
正
秘
記』

『

山
門
要

記』

に
見
え
る
説
話
�｣

(『

比
叡
山
仏
教
説
話
研
究
�
序
説
�』

、
三
弥

井
書
店
、
平
成
十
五
年)

【
参
考
文
献
】

『

さ
さ
や
き
竹』

(

岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

室
町
物
語
集
上』

、
角
川

書
店
室
町
時
代
物
語
大
成
第
六
巻)

『

沙
石
集』

(

岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大
系

『

沙
石
集』)

『

雑
談
集』

(

三
弥
井
書
店
中
世
の
文
学)

『

雍
州
府
志』

(

臨
川
書
店
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻)

『

本
朝
神
社
考』

(

現
代
思
想
社
続
日
本
古
典
全
集

『

本
朝
神
社
考』)

『

東
国
高
僧
伝』

(

大
日
本
仏
教
全
書

『

続
日
本
高
僧
伝

東
国
高
僧
伝』)

『
本
朝
高
僧
傳』

(

春
陽
堂
大
日
本
文
庫
仏
教
篇

『

本
朝
高
僧
傳』)

『
法
華
経
直
談
鈔』

(

臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
四
年)

『

延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
鈔』

(

勉
誠
社
、
昭
和
六
十
年)

『

宝
物
集』

『
比
良
山
古
人
霊
託』

(

岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

宝
物
集

閑
居
友

比
良
山
古
人
霊
託』)

『

古
都
巡
礼

京
都

鞍
馬
寺』

(

淡
交
社
、
昭
和
五
十
三
年)
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『
太
平
記』

(

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『

太
平
記』)

『

今
昔
物
語
集』

(

岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

今
昔
物
語
集』)

『

鞍
馬
蓋
寺
縁
起』

(『

修
験
道
史
料
Ⅱ』

山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
十
八
、
名
著
出

版
、
昭
和
五
十
九
年)

『

拾
遺
往
生
伝』

『
後
拾
遺
往
生
伝』

(

岩
波
書
店
日
本
思
想
大
系

『

往
生
傳

法

華
驗
記』)

『

洛
陽
十
二
社
靈
驗
記』

(
臨
川
書
店
新
修
京
都
叢
書
第
五
巻)

『

古
今
著
聞
集』

(

岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大
系

『

古
今
著
聞
集』)

『

平
家
物
語』

(

岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

平
家
物
語』)

『

平
治
物
語』

(

岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『

保
元
物
語

平
治
物
語

承
久
記』)

(

や
す
か
わ

た
え
・
本
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
生)
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